
1.研究の対象
2017年 4月 1日 ～2020年 12月 31日 の間に当院に入院された患者様の中から薬剤

師が薬学的知見に基づき薬物療法に介入し、副作用が回避された症例

2.研究の目的・方法

本研究は、当院に入院された患者様に対し病院薬剤師が薬物治療に介入する

ことで、どのような副作用を回避できるかを解明する目的で行います。本研究

は、新潟医療生活協同組合木戸病院倫理委員会の承認を得て行われ、2017年4

月1日 ～2020年 12月 31日 の間に当院に入院された患者様を対象に、各薬剤師が

電子カルテの情報を症例報告書にまとめた上で報告し、解析致します。なお、

使用するデータについては二名化を致します。また、収集データの管理につい

ても匿名化し、研究代表者が保管・管理致します。

3.研究に用いる情報の種類
電子カルテより (年齢、性別、入院期間、介入までの期間、対象薬、併用

薬、検査結果、予測された副作用など)

5。 お問い合わせ先 (照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先)

本研究に関するご質問等がありましたら、下記の連絡先までお問い合わせく

ださい。情報が研究に用いられることについて患者様もしくは患者様の代理人

の方にご了承いただけない場合には研究対象とはいたしません。その場合にお

いても患者様に不利益が生じることはございません。

連絡先 :〒 950-0862新潟市東区竹尾4-13-3

新潟医療生活協同組合木戸病院薬剤部 持田知志

TEL: 025-273-2151
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